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○総合計画における位置付け等

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

（平成15年4月1日現在人口）
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（４）施策に要している人員

５　必要性…市民ニーズに合っているか、行政需要の変化に対応しているか

指標３

４　評価指標

0.41

円／人……人口は、

この施策の市民一人当たり事業費は、全１２３施策のうち、第

（３）全施策中の順位（事業費）

1,977

28

万人とした。

平成１５年度　施策評価表

３　総事業費及び人員

基本目標

政策名
（章）

第６章　彩りのある市民文化を創造します

施策コード

第１節　多彩な市民文化の振興

平成１５年　５月２６日記入

大房　薫

2

千円……構成事務事業全体の事業費合計（人件費含む）

（１）施策に要している総事業費

1,218,081

（２）　市民１人当りの事業費

人……構成事務事業全体の人員合計

１　施策の概要・目的

【音楽団体練習室整備率】
整備済数／整備計画数×100

練習室の整備をみ
ることで、市民の音
楽活動の場の充足
率を計る。

指標１

指標２

芸術文化をはぐく
む環境づくりの場と
しての文化ホール
の充足度を計る。

　社会の成熟化やライフスタイルの変化などを背景として、市民の心豊かな暮らしへの志向が高まる中、誰もが身近
に、様々な芸術・文化にふれられ、活動に参加することのできる環境づくりが求められています。

16120

【文化ホールの整備率】
整備済ホール／計画ホール×100

　芸術・文化をはぐくむ環境づくりを推進するため、音楽、舞踊、演劇、美術等の芸術鑑賞や多様な文化活動の拠点
となる施設の整備等を行い、市民が身近に、様々な文化にふれられ、活動に参加することのできる場の充実に努め、
豊かで彩りのある市民文化を創造し、市民の文化志向の高まりをさらに広めていきます。

現状値と目標値指標名および指標式 指標の意図

基本施策名
（節名）

課　長　名施　策　名 芸術・文化をはぐくむ環境づくり

　市民をはじめ、芸術家、文化活動団体などがホールでの活動を通じて新しい地域文化を創造･発信していく場とし
て、橋本地域に「創造型」の文化ホールを整備しました。また、女子美術大学と文化促進協定を結び、大学美術館を
開放するなど、市民が広く芸術・文化に親しめる環境づくりに取り組んでいます。

現状

目標

現状

目標

現状

目標

評価担当課

文化国際課

企画部

Ⅰ



説明

説明

７　効率性…費用対効果が優れているか、もっと大きな効果が得られるものはないか

説明及び具体的内容
　誰もが身近に、様々な芸術・文化にふれられ、参加することのできる「芸
術・文化をはぐくむ環境づくり」は、豊かで彩りのある市民文化を創造して
いくうえで欠くことのできないものであり、これまでの施策を今後も継続し、
市民の文化志向の高まりに応えていく必要があります。

９　課　　題…施策を実現するにあたり、課題となっていること等

今後の方向
１０　今後の方向性（一次評価）

　「杜のホールはしもと」の開設、女子美術大学美術館の一般開放、小学校の余裕教室の活用などにより、市民に芸
術・文化をはぐくむ環境の場が提供ができ、現在多くの方々に利用されています。このことは、施策に対する効果の
現れであり、効果的な投資であったといえます。

６　有効性…期待される効果があがっているか

　橋本地域に整備した創造型の文化ホール「杜のホールはしもと」では、芸術・文化鑑賞の場にとどまらず、ワーク
ショップなどの活動を通じて、新しい地域文化を創造・発信していく場として利用されています。また、女子美術大学と
文化促進協定を結んだことにより、大学美術館を一般に開放することができ、市民が身近に芸術作品に触れられる場
の提供が図られています。このほか、小学校の余裕教室の活用が図られています。

　民間との連携による文化活動の場づくりを推進するために、企業の芸術・文化活動を促進するための環境づくりや
民間文化事業者との連携システムなどの検討が必要になっています。

Ｂ

Ｃ

見直し

市民の文化に対する関心を高めるために事業等の周知に努めるとともに、市民の文化に対
するニーズを的確に把握し、事業を再構築すべきである。

学校施設の開放や民間施設の活用など、既存施設の有効活用を積極的に進めること。行
政はサポート役に徹し、市民や企業、団体が主体的かつ意欲的に活動できるよう、支援を
行うこと。

８　市民満足度調査結果からの分析（平成１５年度調査）

拡充する

現状維持する

１２　外部意見

１１　２次評価

Ａ

◆この施策の満足度は、3.315で、調査した51施策の中で
12番目です。
◆この施策の重要度は、3.394で、調査した51施策の中で
51番目です。

◇年齢別にみると、満足度は60歳代以上で高く、40歳代
で最も低くなっています。重要度は30歳代～50歳代で比
較的に低くなっています。

◆この施策の改善要望度は、0.056で、調査した51施策の
中で51番目です。

市民満足度調査 （◆は施策の平均）
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市民満足度調査は、基本施策５１項目（節）について調査して
います。したがって、上位の基本施策が同じ場合は同じ内容
となっています。　（「○総合計画における位置付け等」参照）
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14 1,217,181 0.40 AA Ａ A A Ｂ Ａ A 完了

15 900 0.01 AA B A A A A 継続 1

合計 2 1,218,081 0.41
千円 人

生涯学習課

平成15年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、公平性

構成事務事業一覧

平成14年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、代替性、満足度

新磯野音楽団体練習室
管理運営費

杜のホールはしもと建設事業 文化国際課

事務事業

事務事業名

施策名 芸術・文化をはぐくむ環境づくり

決算額
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施策コード 16120
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